
 
 

                      

  

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度の取組   

「各教科と自立活動の指導目標・指導内容の設定」 
ア 講師招聘研修 

「重度・重複障がい教育における 

自立活動と教科の授業づくりの手続き」 

  講師：長崎県立諌早特別支援学校主幹教諭 宮尾尚樹先生 

 

 

 

 

 

 

 

イ 各教科と自立活動のグループによる研究 

   国語、算数／数学と自立活動の３つのグループでそれぞれの授

業づくりの手続きについて整理をし、研究授業及び授業研究会を

実施 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

①授業者が現在の学習について「何故今この学習内容を

取り扱っているのか」を説明 

 

 

 

 

②授業実践の悩みについて協議（苓北アタック２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業者自評 

②質疑応答・意見交換 

③次のステップに進むための学習アイデア 

 

 

 

 

 

 

・学習のねらい、教材の工夫等を一

人一事例ずつまとめた「学習事例

集」の作成 

・学習事例や次のステップに進むア

イデアを学習内容一覧表に整理 

 

一人一事例を挙げた研究授業及び授業研究会  

  

各教科と自立活動の実態
把握から指導内容の設定
までの具体的手順、それ
ぞれの違いについて理解
を深めた。 

令和元年度（2019 年度）の取組   

「重度・重複障がい教育における授業実践力の向上」 

ア グループによる授業研究 

   児童生徒の発達段階や学習内容に応じた縦割りのグループ

で授業研究を実施 

 

 

 

 

 

 

イ 学習内容・教材教具アイデアの集積 

   学習事例集の作成、国語、算数／数学の学習内容一覧表の

充実 

 

ウ スーパーティーチャー事業の活用 

   授業参観・指導助言（各学期に１回）、講話（１学期）を

実施 

 

 

 

 

Ａ（感覚受容、表出手段の獲得） 

Ｂ（力の入れ方・抜き方、姿勢保持） 

Ｃ（目の使い方、目と手の協応） 

Ｄ（概念行動形成、記号操作） 

児童生徒の実態
や学習内容が近
いメンバーでグ
ループを編成 

熊本県立松橋支援学校指導教諭 井上礼治先生による講話 

「障がいのある児童生徒への初期学習・概念形成の学習・記号操作の学習について」 

児童生徒の発達段階や学習
のねらい、具体的な教材や
学習方法等について、理解
を深めた。 

各教科の取組 

＜各教科内容表※を使った 
学びの履歴チェック＞ 

＜各教科内容表（算数科） 

小学部 1 段階Ｂ図形より＞ 

②既習事項を示す 
学習した部分に下線を引く 

①習得状況を 3 段階で評価 
○：8 割以上だれとでもできる 
△：できたりできなかったりする 
×：できない 

＜各教科学習内容一覧表の作成＞ 

各教科の内容の
全体像が見えや
すくなった。 
学びの履歴を視
覚的に分かるよ
うにすることで
内容の偏り等に
気付くことがで
きた。 

内容表に沿って、具体的にどのような
学習が考えられるか、付箋紙に学習内
容を書き記し、一覧表を作成 

 ＜目標設定シートの様式検討＞ 

 

グループ内で授業を参観 

 

 

 

 

 

学校教育目標からめざす姿・指導内容までのつながり、 
各教科の学びの履歴、自立活動の目標設定のプロセス等 

＜話し合いのルール＞ 

・事前に「お悩みシート」を記入し、グループ内

に配付。 

・参加者は解決策を事前に考えておく。 

・話し合いは２０分間。話が論点からそれないよ

うにファシリテーターが進行。 

苓北アタック２０とは・・・？ 
 
授業実践の悩みをグループの中で効率
よく解決するための話し合いの方法 

 

 
 
・意図的な動きを引き出すにはど
うすればよいか・・？ 

 
・「あ」と「え」を間違わないよう
にするには・・？ 

 
・どこまで理解しているのか判断
が難しい・・ 

 

※「平成２９～３０年度特別支援教育に関する教育課程の編成
についての実践研究充実事業」の取組として熊本支援学校、
荒尾支援学校、菊池支援学校が検討・作成した一覧表 

様々な書籍や資料を話し合いに活用 

グループ内でアイデア
を出し合うことで、効率
よく次の学習への道筋
を見出すことができた。 

映像記録を活用し、児童生
徒の様子を複数の目で分析 

＜目標設定のプロセスの理解と共有＞  

児童生徒の実態を客観的に
捉えることができた。 

実態把握から年間指導目標
設定までのプロセスを記入
し、指導の根拠を示す。 

20 分間で実施 

自立活動の取組 
指導目標・内容の設定 

授業実践力の向上 グループによる授業研究の取組 

・毎年年度末に各教科の習得状況と既習事項をチェック 
・3年間で各教科（国語、算数／数学）１枚の用紙を使用。 

 

 

個別の指導計画作成と各ツールの活用スケジュール 

指導目標の見直し
（全員） 

4 月      7 月       12 月        3月   

＜Ⅰ 事例検討会＞ 

＜Ⅱ 研究授業＞ 

＜Ⅲ 授業研究会＞ 

＜学習内容・教材アイデアの集積＞ 

個別の指導計画 

自立活動目標 
設定シート 

素案を基に

クラス・学

部で内容を

確認 

１学期の評価 
２学期の目標・内容設定 

各教科学習内容一覧表 

学びの履歴チェック 

 指導目標の見直し 
（担任が変わった場合） 

学習内容の選定 

２学期の評価 
３学期の目標・内容設定 

学習内容の選定 

３学期の評価 
次年度の素案作成 

学習内容の選定 
１年間の学びの履歴チェック 

目標設定の根拠
を自分のものに 目標のリニューアル 

・繰り返しの言葉に気付く学習（絵本：おお

きなかぶ、いいからいいから等） 

・絵本に出てきた動作を教師と一緒に行う

学習（絵本：できるかな） 

・絵本の読み聞かせをとおして声の大小・高

低、抑揚の違いを感じる学習 

・ふわふわ、ちくちく等具体物を触りながら

言葉と感覚を一致させる学習 
 

具体的な学習内容の一例 
国語科小学部 1 段階 ア 言葉の特徴や使い方 

 

 
 

長崎県立諌早特別支援学校 
「自立活動チェックリスト」 

 

 
 

ツールを使った実態把握 
 

 
 

各教科グループ 
 

・新学習指導要領の各教科の内
容を要約した一覧表（各教科
内容表）を使った学びの履歴
チェック 

・各教科学習内容一覧表の作成 

 
 

 

自立活動グループ 
 

・新学習指導要領に示された目標
設定までのプロセス（課題の抽
出、関連図等）の理解と共有 

 
・指導目標設定シートの様式検討 

 
 

 
 

 

教師によって考え方
が異なることもあ
り、複数の目で指導
を組立てることの大
切さを実感できた。 

クラス・学部で課題の抽出、関連図について
話し合い、目標設定のプロセスを共有 


